
破
棄
し
て
謝

罪

せ

よ

！

違
法
な

ア
ン
ケ
ー
ト

◇
二
月
上
旬
、

市
特
別
顧
問

の
野
村
修
也
弁
護
士
が
市
職

員
に
対
し
て
「
労
使
関
係
に

関
す
る
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
。
同
時
に
橋
下
市
長
が

「
正
確
に
回
答
し
な
け
れ
ば

処
分
す
る
」
と
業
務
命
令
。

「
組
合
活
動
に
参
加

し
た
こ
と
が
あ
る
か
」

「
誰
に
誘
わ
れ
た
か
」

「
選
挙
の
動
員
に
い
っ

た
か
」
等
な
ど
、
露

骨
な
団
結
権
侵
害
、

思
想
や
政
治
活
動
の

質
問
事
項
が
ズ
ラ
リ

と
並
ぶ
内
容
。
◇
十

三
日
、
市
労
連
は
府
労
委
に

不
当
労
働
行
為
救
済
を
申
立

て
。
弁
護
士
会
な
ど
各
方
面

か
ら
も
抗
議
声
明
あ
が
る
。

◇
十
七
日
、
野
村
は
「
凍
結
」

を
表
明
。
◇
二
十
二
日
府
労

委
は
「
不
当
労
働
行
為
の
お

そ
れ
あ
る
」
と
中
止
を
勧
告
。

◇
野
村
は
三
月
一
日
に
は
極

秘
の
メ
ー
ル
調
査
、
ゴ
ミ
箱

あ
さ
り
ま
で
や
っ
た
職
場
立

入
り
調
査
な
ど
の
中
間
報
告

を
公
表
。
橋
下
は
「
手
法
問

題
な
い
」
と
相
も
変
わ
ら
ず

平
然
と
違
法
を
奨
励
。

あ
ふ
れ
る
集
会
参
加
者

人
間
の
輪
が
市
庁
舎
を
包
囲

◇
教
育
基
本
条
例
に
反
対
す
る

集
会
が
二
月
十
二
日
エ
ル
大

阪
で
開
催
。
三
百
人
を
は
る

か
に
越
え
る
参
加
者
が
会
場

か
ら
あ
ふ
れ
た
。
◇
集
会
後
、

市
役
所
前
の
中
之
島
公
園
ま
で

デ
モ
。。。。
そ
こ
で
、
若
者
を
中
心

に
約
百
名
が
行
っ
て
い
た
反

橋
下
の
ア
ピ
ー
ル
行
動
と
合

流
。
◇
さ
ら
に
市
役
所
包
囲

行
動
へ
。
人
間
の
輪
が
完
全

に
庁
舎
を
包
囲
。
「
橋
下
さ
ー

ん
、
原
発
は
い
ら
な
ー
い
、

強
制
は
い
ら
な
ー
い
、
あ
ん

た
も
い
ら
な
ー
い
！
」

府
市
議
会
へ
の
行
動

◇
二
月
二
八
日
市
議
会
の
開

会
日
。
早
朝
か
ら
労
働
七
団

体
が
よ
び
か
け
淀
屋
橋
で
街

宣
活
動
。

◇
二
月
二
九
日
夕
、
二
条
例

に
反
対
す
る
集
会
が
中
之
島

公
園
で
開
催
。
二
百
名
参
加
。

府
庁
ま
で
デ
モ
。

◇
労
働
七
団
体
（
大
阪
労
連
、

全
労
協
、
全
港
湾
、
ユ
ニ
オ

ン
ネ
ッ
ト
な
ど
）
が
全
国
の

労
働
組
合
に
橋
下
市
長
に
対

す
る
「
申
入
書
」
へ
の
賛
同

を
呼
び
か
け
。
申
入
れ
内
容

①
教
育
基
本
条
例
案
・
職

員
基
本
条
例
案
の
撤
回
、
②

非
常
勤
職
員
の
待
遇
改
善
、

③
労
働
組
合
事
務
所
の
一
方

的
撤
去
反
対
、
④
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
中
止
と
集
約
デ
ー
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橋
下
と

維
新
に

負
け
る

な
！
許

す
な
！



タ
の
廃
棄
。

君
が
代
条
例
成
立
弾
劾
！

◇
市
議
会
開
会
日
の
深
夜
、

橋
下
と
維
新
の
会
、
公
明
、

自
民
は
「
君
が
代
条
例
」
を

可
決
、
成
立
さ
せ
た
。
教
職

員
に
君
が
代
の
起
立
斉
唱
を

義
務
付
け
る
も
の
。
二
条
例

と
併
せ
て
、
研
修
と
い
う
名

の
思
想
改
造
、
処
分
・
解
雇

の
脅
し
で
良
心
と
思
想
を
投

げ
捨
て
よ
と
追
い
つ
め
る
攻

撃
。
処
分
を
違
憲
で
な
い
と

し
た
最
高
裁
判
決
で
は
何
の

歯
止
め
に
も
な
ら
な
い
。
戦

前
の
天
皇
制
教
育
ま
で
あ
と

数
歩
。
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

子
ど
も
た
ち
を
守
ら
ね
ば
！

◇
条
例
成
立
後
、
卒
業
式
で

不
起
立
を
貫
い
た
勇
気
あ
る

闘
い
。
葛
藤
し
踏
ん
張
る
仲

間
た
ち
を
激
励
・
支
援
し
、

共
に
反
撃
し
よ
う
！

市
長
選

職
員
リ
ス
ト
偽
造

大
阪
市
交
通
労
組
が
告
発

◇
三
月
二
日
大
阪
市
交
通
労

組
は
、
維
新
の
会
議
員
が
入

手
し
た
「
平
松
候
補
応
援
の

た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
」

と
い
う
「
交
通
局
職
員
の
リ

ス
ト
」
に
つ
い
て
、
「
労
組

や
市
交
通
局
を
陥
れ
る
た
め

に
偽
造
し
た
」
と
し
て
刑
事

告
発
。

府
労
委
救
済
申
立

◇
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
市

労
連
な
ど
五
団
体
は
、
橋
下

が
求
め
た
市
庁
舎
か
ら
の
撤

退
を
、
三
月
中
に
行
う
と
決

定
し
た
と
。
二
〇
一
二
年
度

以
降
、
千
七
百
万
円
で
使
用

許
可
と
の
確
認
書
を
交
わ
し

て
い
た
に
も
関
ら
ず
、
橋
下

の
退
去
要
求
こ
そ
違
法
な
一

方
的
労
使
確
認
の
ホ
ゴ
、
不

当
労
働
行
為
は
明
白
だ
。
当

該
は
三
月
中
に
不
当
労
働
行

為
救
済
を
申
立
て
る
予
定
と
。

教
育
・
職
員
基
本
条
例
反
対
、

公
務
労
働
者
・
労
組
バ
ッ
シ

ン
グ
糾
弾

労
働
基
本
権
を

守
ろ
う
！
官
民
連
帯
集
会

◇
三
月
六
日
、
南
大
阪
平
和

人
権
連
帯
会
議
な
ど
が
呼
び

か
け
る
集
会
を
成
功
さ
せ
よ

う
。
詳
細
は
次
号
報
告
。

Ｗ
Ｔ
Ｃ
訴
訟
ス
タ
ー
ト
集
会

◇
三
月
二
日
エ
ル
大
阪
で
開

催
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
西

谷
さ
ん
ら
が
呼
び
か
け
た
、

Ｗ
Ｔ
Ｃ
の
買
取
と
府
庁
移
転

を
ゴ
リ
押
し
し
て
き
た
橋
下

に
ム
ダ
使
い
し
た
税
金
九
六

億
円
を
返
せ
と
請
求
す
る
訴

訟
に
む
け
た
集
会
。
様
々
な

分
野
で
橋
下
と
対
決
し
て
き

た
方
々
が
徹
底
的
に
弾
劾
し

決
意
を
熱
く
語
っ
た
。

◇
第
一
回
弁
論
は
三
月
十
五

日
二
時
～
傍
聴
券
配
布
、
大

法
廷
で
開
か
れ
る
。
傍
聴
で

き
る
方
は
よ
ろ
し
く
。

◇
世
界
一
危
険
な
普
天
間
基

地
を
か
か
え
る
宜
野
湾
市
。

二
月
市
長
選
で
、

沖
縄
と
女
性
に

対
す
る
差
別
発

信
者
で
あ
る
田
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沖
縄
基

地
反
対

の
闘
い



中
聡
局
長
の
後
任
と
し
て
き

た
真
鍋
の
、
重
大
な
選
挙
介

入
が
発
覚
。
元
市
長
・
伊
波

洋
一
さ
ん
を
落
と
し
自
公
の

押
す
元
県
議
・
佐
喜
真
候
補

を
当
選
さ
せ
る
た
め
の
工
作
。

市
民
の
怒
り
沸
騰
。

◇
二
月
十
二
日
投
票
日
。
県

議
時
代
「
普
天
間
基
地
容
認
」

だ
っ
た
佐
喜
真
候
補
は
「
県

外
移
設
求
め
る
」
と
言
わ
ざ

る
を
え
ず
。
伊
波
さ
ん
は
九

百
票
の
僅
差
で
惜
敗
。
が
沖

縄
県
民
の
意
志
は
「
基
地
は

い
ら
な
い
」
だ
。

◇
二
月
八
日
、
日
米
政
府
は

「
米
軍
再
編
計
画
の
見
直
し
」

に
つ
い
て
共
同
発
表
。
今
ま

で
の
政
府
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
論

「
辺
野
古
に
新
基
地
を
受
け

入
れ
な
け
れ
ば
海
兵
隊
の
グ

ア
ム
移
転
も
嘉
手
納
以
南
の

米
軍
用
地
の
返
還
も
な
い
」

を
打
ち
消
す
も
の
。
米
は
海

兵
隊
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
グ

ア
ム
や
岩
国
、
そ
の
他
に
移

転
を
提
案
。
◇
二
月
二
六
日

野
田
首
相
、
訪
沖
。
ど
こ
ま

で
も
新
基
地
を
押
し
つ
け
よ

う
と
す
る
政
府
に
県
民
の
怒

り
。

「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
夢

を
奪
わ
な
い
で
！
」朝

鮮
高
校

へ
の
「
高
校

無
償
化
」

法
の
即
時

適
用
と
大

阪
府
補
助

金
の
全
面

回
復
を
求
め
て
！

「
朝
鮮

高
級
学
校
無
償
化
を
求
め
る

連
絡
会
・
大
阪
（
無
償
化
連

絡
会
・
大
阪
）
」
結
成
集
会

◇
三
月
一
日
は
一
九
一
九
年

の
三
・
一
独
立
運
動
の
記
念

日
。
◇
八
百
余
名
の
参
加
者

で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
阿
倍
野

区
民
ホ
ー
ル
。
◇
演
壇
と
ホ
ー

ル
に
は
朝
鮮
高
級
学
校
美
術

部
の
学
生
の
作
品
、
生
き
生

き
と
学
ぶ
朝
鮮
学
校
紹
介
の

映
像
も
上
映
さ
れ
た
。
◇

「
こ
ん
な
差
別
は
許
せ
な
い
！

断
固
と
し
て
裁
判
闘
争
に
入

る
」
と
烈
々
た
る
基
調
講
演

に
立
っ
た
丹
羽
弁
護
士
、
共

同
代
表
の
方
々
、
ハ
ッ
キ
ョ

を
支
え
る
会
、
登
壇
し
た
十

名
の
若
き
弁
護
団
。
ひ
と
り

ひ
と
り
の
、
ど
の
言
葉
も
胸

に
響
き
、
共
感
を
よ
び
、
怒

り
と
熱
気
が
会
場
に
み
な
ぎ
っ

た
。
◇
保
護
者
代
表
の
ア
ボ

ジ
は
「
朝
鮮
学
校
は
自
分
が

一
番
好
き
な
親
」
「
日
本
人

は
子
ど
も
を
日
本
学
校
に
入

れ
る
。
朝
鮮
人
が
子
ど
も
を

朝
鮮
学
校
に
入
れ
る
の
は
同

じ
こ
と
」
「
無
償
化
を
心
の

中
で
諦
め
て
き
た
。
日
本
人

が
こ
ん
な
に
熱
く
な
っ
て
い

る
の
を
聞
い
て
、
今
日
、
目

を
覚
ま
し
た
」
と
語
ら
れ
た
。

◇
最
後
に
府
へ
の
要
請
文
採

択
。

◆
法法法法
廷廷廷廷
闘闘闘闘
争争争争
なななな
どどどど
をををを
支支支支
ええええ
るるるる

連連連連
絡絡絡絡
会会会会
へへへへ
ごごごご
参参参参
加加加加
をををを
！！！！

◎
共
同
代
表

伊
地
知
紀
子

（
大
阪
市
立
大
学
准
教
授
）
、

宇
野
田
尚
哉
（
大
阪
大
学
准

教
授
）
、
丹
羽
雅
雄
（
弁
護
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朝
鮮
高
級

学
校
無
償

化
を
！

府
は
今
ま

で
通
り
の

助
成
金
を

打
切
る
な



士
）
、
藤
永
壯
（
大
阪
産
業

大
学
教
授
）
、
李
昶
林
（
朝

鮮
学
校
保
護
者
）

◎
年
会
費

個
人
は
一
口
千

円

団
体
は
一
口
三
千
円

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
。

◇
昨
年
十
二
月
十
四
日
ソ
ウ

ル
日
本
大
使
館
前
に
、
水
曜

デ
モ
一
〇
〇

〇
回
を
記
念

し
て
、
「
平

和

の

碑

」

（
イ
ス
に
腰
か
け
る
ハ
ル
モ

ニ
の
像
）
を
設
置
。
◇
「
三
・

一
節
」
（
祝
日
）
、
李
明
博

大
統
領
は
「
慰
安
婦
問
題
は

法
的
に
解
決
済
み
」
と
す
る

日
本
政
府
を
厳
し
く
非
難
。

具
体
的
で
速
や
か
な
措
置
を

求
め
た
。
◇
元
慰
安
婦
に
手

紙
も
送
付
。
日
本
政
府
が
撤

去
を
要
請
し
て
い
る
こ
と
に

「
大
い
に
失
望
」
と
つ
づ
る
。

◇
政
府
は
恥
を
知
れ
。
解
決

の
た
め
の
立
法
化
を
早
急
に

行
え
。
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慰
安
婦

問
題
の

解
決
を

左
の
表
を
、
自
分
と
家
族

の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
、
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。

と
り
わ
け
「
春
」
で
す
。

こ
の
季
節
は
各
々
入
学
式
の

シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

該
当
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、

直
ち
に
港
合
同
事
務
局
ま
で

連
絡
を
し
て
い
た
だ
き
、
用

紙
を
も
ら
っ
て
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

も
ち
つ
き
実
行
委
員
会
よ
り

ア
ウ
ト
ド
ア

パ
ー
テ
ィ
ー
の
ご
案
内

▽
日
時
：
四
月
八
日
（
日
）

▽
場
所
：
大
泉
緑
地

▽
会
費
：大

人

二
〇
〇
〇
円

子
ど
も
一
〇
〇
〇
円

※
詳
細
は
も
ち
つ
き
実
行
委

員
会
か
ら
あ
り

ま
す
。


